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理科 中学校第３学年 ③

【活用問題】

氏（ ）組

名
「 運動とエネルギー 」

（ ）番

大介さんと正夫さんは、理科の授業で行った「台車を物体に衝突させる実験」に興味

をもち、実験装置の一部に工夫を加えて、後のような実験を行いました。その時の大介

さんと正夫さんの会話文を読み、後の（１）～（４）の問いに答えなさい。

大介さん： この実験では、 本に挟んであるものさしを台車が動かし、その後、台a
はさ

車が静止したね。

正夫さん： そうだね。台車をものさしに衝突させるのは少し難しかったけど、台車

におもりを乗せて本に挟んだものさしが動いた距離を求める実験はなかな

か面白かったよ。

大介さん： そうだね。 台車に乗せるおもりの質量を２倍、３倍、４倍と変化させb
、 。て 本に挟んだものさしが動いた距離を測った結果をグラフでまとめたね

正夫さん： そうすると、面白いことが分かったね。

手で台車を動かす

（ ） 「 」「 」「 」 、１ 会話文の中の下線部 を 台車 ものさし 仕事 の３つの言葉を用いるとa
どのように言い換えることができますか。書きなさい。

台車がものさしに仕事をして、

（２） 下線部 で行った実験結果を表したグラフは、どのようになったと考えられるb
ますか。次の ～ から１つ選び、その記号を書きなさい。ただし、台車に加えア ウ

る力は一定とし、台車の質量はないものとする。
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大介さんと正夫さんは、実験で使った本と、理科室にあった板を使って下のような 斜

面をつくり、台車を斜面で動かしました。１秒間に６０回打点する記録タイマーと台車

を使い台車の運動の様子を記録しました。その記録されたテープを６打点ごとに切り、

時間の経過とともにその順番にはり付けました。その実験結果は のようになりまし図１

た。

さらに大介さんと正夫さんは、実験の条件を変えて実験を行うことにしました。下の

会話文を読み、後の問いに答えなさい。

大介さん： 実験の条件を変えたら、 のような実験結果が得られたのだけど、そ図２

の条件を忘れてしまったんだ。

正夫さん： 実験の条件は、しっかり記録ノートに記録することが大切だね。

（３）大介さんは、どのような実験の条件を変えたのでしょうか。

下の ～ から１つ選び、その記号を書きなさい。ア エ

台車の位置を変えず、本を の方向に動かした。ア Ａ

台車の位置を変えず、本を の方向に動かした。イ Ｂ

、 。ウ Ｃ本の位置を変えず 台車の位置を の方向に動かした

、 。エ Ｄ本の位置を変えず 台車の位置を の方向に動かした
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